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残った．

　これらのフラックスは何れも，ロスビー波の力学

的保存量の1つである「偽運動量」を波のエンスト

ロフィーを用いて表現し，その保存則から導出がな

されている．本論文では，この量の東西非一様基本

流中での近似保存則を導くと共に，東西非一様流に

おける波のエネルギーの近似保存則に基づき，「偽運

動量」の別表現の保存則も得た．そして，それらの

和として，「偽運動量」の新しい表式とそのフラック

スを合理的に導出することに成功した．この「活動

度フラックス」は，時問平均場として定義される東

西非一様な基本流中を3次元的に伝播するロスビー

波束の様子を，停滞性・移動性に限らず，任意の瞬

間において平均操作無しに表現できる．波源特定の

信頼性が従来のものと比較して向上したことや，導

出に用いたWKB的近似の妥当性は，数値モデルの

結果や観測データヘの適用から論文中で確認されて

いる．

　また，本論文では関連するTransformed　Euler－

ian　Mean方程式系を東西非一様基本流へ合理的に

拡張し，ロスビー波束から平均流へのフィードバッ

クの3次元場を，任意の瞬問において評価すること

に初めて成功した．更に，フラックス各項の物理的

解釈を通じ，定常ロスビー波束の伝播機構を明示し

た．即ち，波束に伴う気圧偏差の「節」では運動量

や熱の輸送に伴い基本流の西風運動量が波源方向へ

輸送される一方，「山」・「谷」においてジオポテン

シャルフラックスが為す仕事が必ず東向きであり，

これが群速度の向きに反映されることを明確に示し

た．

これまで，本論文で提案されたもの以外にも，東西

非一様基本流に適用可能で，より厳密な保存則に従

う「活動度フラックス」が提案されているが，その

適用性は非常に限定されていた．一方，本論文のフ

ラックスは，線型論に根ざしたものではあるが，過

去3年にわたる気象庁月例気候診断での活用実績か

らも明らかなように，その有効性・実用性の高さは

線形論の限界を補って余りあるものである．

　このように，物理的解釈を明確にしながら，現実

的なロスビー波束の伝播とそのフィードバックを表

現し得る力学診断法の導出に初めて成功した本論文

の成果は，理論的に優れたものであり，気象学の発

展ばかりではなく地球流体力学に対しても重要な貢

献を為し，今後の幅広い活用が期待される．

　以上の理由から，日本気象学会は，高谷康太郎会

員に，今年度の山本・正野論文賞を贈るものである．

2002年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：河村公隆（北海道大学低温科学研究所）

業績：大気中の有機エアロゾルの化学に関する研究

選定理由：エアロゾル中の有機物は太陽光を反射する

　だけでなく，凝結核として雲の形成に深く関わる大

　気成分である．近年，水溶性の有機酸が，硫酸塩と

　ともに，大気中に高い濃度で存在することが明らか

　となるにつれ，有機エアロゾルの持つ放射への直接

　的・間接的効果の重要性が指摘される様になった．

　こうした点はIPCCの報告（2001）でも取り上げられ

　ている．

　　河村会員は，大気中の水溶性有機物の研究がほと

　んどなかった80年代から有機酸に着目し，その測定

　法を開発してきた．それらを都市大気に応用した結

　果，酢酸など低分子モノカルボン酸は気相として高

　い濃度で存在するのに対し，シュウ酸など低分子ジ

　カルボン酸は大部分がエアロゾルとして存在するこ

　とを明らかにした．更に，これら有機酸は一部が化

　石燃料の燃焼などによって大気中に直接放出される

ものの，大部分は光化学反応により大気中で二次的

に生成することを明らかにした．また，雨の分析を

通して，有機酸が降雨中の主要な有機物であること

も見出した．特に低分子ジカルボン酸は，親水性の

官能基であるカルボキシル基を2つ持つために蒸気

圧が低いことから，大気中でのそれらの高い濃度は

エアロゾルの持つ雲凝結核能力を高めると提案し
た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　90年代に河村会員は有機エアロゾルの研究をグ

ローバルヘと展開した．北極の春期において，シュ

ウ酸など低分子ジカルボン酸の濃度が太陽が昇る前

に比べて10数倍に増加することを見いだした．これ

は，冬期に低・中緯度から大気輸送された有機物が

春のポーラーサンライズ期に光化学的に酸化された

結果，ジカルボン酸が生成されたものである．また

海洋大気中に，シュウ酸を主成分とするジカルボン

酸が広く分布し，人間活動の影響の強いアジア大陸

近傍および西部北太平洋で高い濃度を示すことを明

86 “天気”49．8．



らかにした．更に，沿岸域に比べ外洋ではエアロゾ

ル炭素に占めるジカルボン酸の割合が大きく増加す

ることを見出した．有機酸の生成を伴う有機エアロ

ゾルの変質が，海洋大気中のエアロゾルの雲凝結特

性を増大させ，同時に，放射に影響を与えている可

能性を指摘した．

　大気中での有機エアロゾルに関する河村会員の一一

連の論文は，国際的に高い評価を受け，凝結核とし

てのジカルボン酸の重要性を明らかにする上で先導

的な役割を果たした．こうした研究を背景に，河村

会員はACE－Asia（Aerosol　Characterization

Experiment：Radiative　Forcing　due　to　Anth－

ropogenic　Aerosol　over　the　Asian　Pacific　Region）

国際協同実験に参画し，2001年のアジア太平洋域で

の集中観測では，有機エアロゾルとその前駆体の観

測研究を担当した．水溶性有機エアロゾルに関する

同会員の研究は有機エアロゾルと放射の関係など大

気化学と気象学の境界領域における新たな展開であ

ると評価できる．

　上の理由から，日本気象学会は本年度の堀内賞を

河村公隆会員に贈るものである．
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Kawamura，K．，R．Sempere，Y．Imai，M．Hayashi　and

　Y．Fujii，1996：Water　soluble　dicarboxylic　acids
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　Geophys．Res．，101，18，721－18，728．
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受賞者：林田佐智子（奈良女子大学理学部情報科学科）

業績：光学リモートセンシングによる成層圏エアロ

　ゾルおよびオゾンの研究

選定理由：成層圏エアロゾルは太陽放射を散乱し，特

　に大規模火山噴火による増加が気候変動の主要因と

　なることは古くから注目されてきた．近年になって，

　成層圏エアロゾル上で引き起こされる不均一反応が

　オゾンの化学的破壊を促進することが広く知られる

　ようになり，現在では地球環境を左右する要因の一

　つとしてとらえられている．

　　林田会員は，レーザーレーダー（ライダー）を用

　いて，成層圏エアロゾルの観測を行い，大規模な火

　山噴煙が成層圏エアロゾルに直接与える擾乱に関し

　て，数々の事例について研究を行った．1982年のエ

　ルチチョン火山噴火直後に成層圏エアロゾル層内の

　非球形な塵粒子成分が増え散乱光の偏光解消度が変

　化することを世界で初めて観測によって実証し，

　1991年のピナトゥボ火山噴火では，成層圏にもたら

　された火山性エアロゾルが日本上空へ到来したこと

　を見出し，成層圏における物質輸送の実例を示した．

　　不均一反応速度はエアロゾルの総表面積で決定さ

　れるが，林田氏はオリオールメータとの同時観測

　データによりエアロゾル表面積を推定し，ピナトゥ

　ボ火山噴火の成層圏化学への影響について重要な知

　見を提供した．また，SAGEII衛星観測器によって得

　られた多波長の成層圏エアロゾルの消散係数データ

　から，エアロゾル量の変化と粒径変化の間には負の

　相関関係があることを見出した．この解析から，成

　層圏エアロゾル量が増加傾向にあるという憶測を明

　瞭に否定する重要な結果も得た．

　　林田会員はまた，ADEOS衛星に搭載された観測

　機器ILASによって得られたエアロゾル消散係数の

　信頼性を検証した上で，1997年1月から3月にかけ
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て北半球で極域成層圏雲が頻繁に発生していたこと

を詳細な解析から明らかにした．さらに同時期に観

測された成層圏オゾンの解析結果から，極域におけ

る成層圏オゾンの化学破壊に，極域成層圏雲が関

わっていたことを示した．また，硝酸のデータを組

み合わせた解析により，極域成層圏雲内における3

成分系液滴粒子や固体粒子の存在とその気温履歴を

明らかにした．

　林田会員はまた，国立環境研究所在職当時，オゾ

ン層研究チームの一員として，成層圏オゾンの長期

モニタリングのためのオゾンライダーの建設に参画

し，その性能評価シミュレーションを行ったほか，

気象解析ツールの開発など大気化学研究を支援する

研究においても貢献が認められる．

　以上の理由から，日本気象学会は本年度の堀内賞

を林田佐智子会員に贈るものである．
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2002年度日本気象学会奨励賞の受賞者決まる

受賞者：大沼啓人（岐阜地方気象台）

研究題目：岐阜における著しい高温と降水分布の地域

　特性に関する研究

選定理由：大沼啓人会員は，岐阜地方気象台で現業業

　務及び防災気象業務に従事するかたわら，岐阜県の

　地域的な気象特性の研究を続けてきた．最近では岐

　阜市における夏の著しい高温の発生メカニズムに取

　り組み，高温日を対象にしたデータ解析とパソコン

　版非静力学モデルを利用した数値実験を行った．こ

　れらの研究により，高温が北～西風の山越えに伴う

力学的フェーンの性格を持つことが指摘され，

フェーンの発生をもたらす典型的な総観パターンが

導かれた．大沼会員はまた，注警報の地域細分化を

念頭に置いて，岐阜県内における降水の地域特性の

研究に取り組み，クラスター分析等を利用して降水

分布の特徴を統計的に把握した．さらに，降水量と

土砂災害との量的な関係を調べ，気候学的に降水量

が多く注警報の基準値が高めに設定されている山間

部では，注意報基準値以下の雨で土砂災害が起こる

比率の高い地域もあることを指摘した．これらの成
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